

職業レディネステストの結果と経験の棚卸しによる自己理解
１．VRT結果の標準得点を書き入れ、85以上の高い領域に○をつける。
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２．興味や自信の領域に関連したこれまでの出来事や経験を思い出して書きましょう。
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メンバーの発表を聞いて気付いたこと
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学習の流れ
【ねらい】
職業レディネステストの結果を使って、興味の高い領域や低い領域に関連するこれまでの経験や出来事を思い出し、記述することで自分の関心のある事柄や好きな事柄を具体的に確認し、自己理解・自己管理能力を深めていく。グループワークを通して、人間関係形成･社会形成能力やコミュニケーション能力を高めるとともに課題対応能力や将来に向けたキャリアプランニング能力も身に付けていく。
【学習の流れ】
以下の手順に沿って学習を進める。終わったら１に／印を入れて次へと進める。
　
１(1)職業レディネステスト（VRT）の「結果の見方･生かし方」を準備し、４～６人グループに分かれてワークシートを配布する。
１(2) VRT結果の興味と自信の標準得点をワークシートに書き入れ、85以上の高い領域に○をつけます。
（
１(3)基礎的志向性も同様に標準得点を書き、下位尺度の○の数も書き写します。
１(4)興味と自信の高い上位3位までの領域名を書き、低い領域も書き入れます。 
１(5)興味や自信の領域に関連したこれまでの出来事や経験を思い出して書きましょう。
１(6)グループの中で順番を決めて興味領域とこれまでの出来事や経験について発表します。
１(7)同様に自信領域とこれまでの出来事や経験について発表します。
１(8)メンバーの発表を聞いて気付いたことをワークシートに書きます。
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